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　明けましておめでとうご͟います。
　2023 年（ྩ 5 年）の年頭にあたり、一ݴ新य़のごѫࡰをਃし্͛ます。

　わが国の社会ࡁܦは、発生から 3 年༨りܦաする新ܕコロナウイルスײછの対応を८
り、ײછࢭやҩྍମ੍のอ持とർฐした国ຽや企業׆ࡁܦಈの回復とのؒڱで࿔された
年ࡢ 1 年ؒでありました。
ౙもୈࠓ　 � が౸来しインϑルエンザとの同時流ߦがةዧされていますが、一方では外国
人の入国者数は大෯に૿加し、ࠓ後のウイルス株のม異やॏ化Ϧスクがݒ೦されます。
　また、ࡢ年 2 月にຄ発したロシアのウクライナ৵߈はまもなく発生後 1 年がܦաする中、టপ化
する戦گにఀ戦のஹしはなく世界中の人ʑをෆ҆にؕれたままのӽ年であります。（本ࣥߘච時）
　21 世لの現代において発生したこのウクライナ৵߈は、戦後最大の֩戦૪のػةともใ
͡られるばかりか、世界中で食料やエωルΪー問題を८る༷ʑなࠞཚをऒىし、ࠓ後の地ٿ
人類の方向ੑをࠞಱとさせているといってもաݴではありませΜ。
　加えて、世界中で૬次͙ࣗવ災の原Ҽとࢦఠされる地ٿԹஆ化に対する取組やถ中ݖ
૪いに代දされる地学తのܹม、およͼࠩ֨ࡁܦのਐల等ʑ、国連ݑষでᨳわれてい
る 4%(T（持ଓՄ能な開発目標）がࢦしࣔす༷ʑな課題にどう対ॲしてΏくのか、ࠓまさに
人類全ମが問われているとࢥいます。
　このような中、զが国の酪農乳業界おいても、աݧܦڈしたことのない課題をഎෛわされ
ています。
　一時はݒ೦されていましたզが国の生乳生࢈基൫のऑମ化を回ආすく、ຽ一ؙとなっ
て૿࢈ମ੍の༷ʑな対ࡦを講͡てきましたが、ෆにも新ܕコロナײછ֦大による牛乳ফ
අの減ୀにより、このとこΖのա乳製品在ݿは歴史తな水४にுしています。目Լ、࠶度、
のॲ理ෆՄ能乳のظ時ࢭٳを講͡てはいるものの、学乳ࡦの対ޱや出ޱຽ一ମとなって入
発生ݒ೦はָࢹ؍できるঢ়گにはありませΜ。
には、飼料ߋ　 ･ ೩料 ･ ං料ࢿ材など༷ʑなコスτٸ騰をडけて生乳生࢈基൫のᆝଛをආけ
るため乳Ձのظ中վఆをߦいましたが、धڅ؇のԼでの牛乳乳製品Ձ֨の্͛という異
ྫのܗとなりました。

全 国 乳 業 協 同 組 合 連 合 会
　会　　長 　 　長 谷 川 　 敏
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　長年のσϑレࡁܦに浸かりۚの্ঢもઌਐ国で最のレϕルといわれる中、そして、

がٻめるࡁܦの॥の実現のยྡྷが見えない中、40 年ぶりの食品をは͡めとする্

͛ラοシϡは、ফඅ者のࡒのඥをより一ݻくし、牛乳乳製品のこれからのফඅಈ向ͻい

てはա乳製品の在ݿ水४がどのようにม化するのか、༧அはڐせませΜ。

　そうしたڥの中で、わたくしども地Ҭ乳業者はいくつかのᯀ࿏にཱっているといっても

աݴではありませΜ。

　連合会の最ॏཁ事業であります学څߍ食༻牛乳څڙ事業（学乳）においては、前ड़の乳

Ձظ中վఆをडけて֤地で乳Ձ見合いの学乳څڙՁ֨のసՇに取り組みましたが、大方

の地Ҭ（ಓ県）ではؔの地方ߦؔػから、生࢈者のځঢ়には一ఆの理解はಘられるも

のの、ظ中でのڅڙՁ֨վఆに対するࢍ同がಘられない実ଶがあります。

　また、減少向にある国の学乳༧ࢉは、長い歴史の中でその運༻方法がٞされ、現在は

そのຆどは༌ૹඅのֻかり૿しܦඅにॆするかたちとなっています。ֹۚのࢉఆ方法も

༷ʑなٞをܦて現ߦのܗにམちணいています。

　1 本の牛乳にࢉすれば少ֹとの൷があるかもしれませΜが、ิॿۚはอޢ者ෛ୲のܰ

減にܨがるというばかりではなく、༧ࢉがあり੍度がݎ持されるからこそ、酪振法や学څߍ

食法等にఆٛされたنఆをՄ能ならしめているということができるଆ面をれてはならない

とࢥいます。それはわが国の酪農乳業にとって大きな意ٛのある基൫をܗ成しています。

　学乳事業を通͡て、զが国の牛乳生࢈の約 1 ׂ強が学乳に向けられ、牛乳のফඅをԼࢧ

えしている現実が生まれ、かつ、国ຽの牛乳ҿ༻श׳のఆணにݙߩしてきた事実はٙう༨地

がありませΜ。現Լのような生乳のधڅ؇ԼではなおさらෆՄܽなଘ在といえます。そう

考えますと、学乳੍度はඅ༻対ޮՌൈ܈の事業とݴえはしないでしΐうか。

　加えて、ࠩ֨ࡁܦが広がりࢠどものශࠔがڣばれるࠓ日、全国ʑӜʑでࢠどもたちがຖ

日 1 本の牛乳がҿめるࠓの੍度のॏཁੑは社会తにも外すことができないとࢥいます。

。վめて؊に͡たいと考えていますࠓ成する地Ҭ乳業はそのॏཁੑをߏたち乳業連合とࢲ　

　地Ҭ乳業のू合ମとして׆ಈをଓける連合会ですが、ཱ 30 年Ҏ্ܦաする中で、酪農

乳業を取りרくܦ営ڥは大きくม化を͛ました。しかしながら、会һ組合һ全һがԹނ

知新のਫ਼ਆをଚͼઌഐたちのૅを学ͼつつ、これからの地Ҭ乳業のあるき姿をࡧしなが

ら、地Ҭになくてはならない乳業ܦ営者としてࣗらのׂを全うしてまいりたいと考えます。

いਃئります༷、ԿଔよΖしくおࣀԉをࢧಈにご理解とご協ྗฒͼにご׆後とも本会のࠓ　

し্͛ます。

　最後に、օ༷方のご発లご݈উをف೦いたしまして、新年のごѫࡰといたします。

 「年頭メッセージ」------ 会員・組合員の総力をあげて取り組む決意と挑みの内容
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　明けましておめでとうご͟います。

　ྩ̑年という新しい年をܴえるにあたり、一ޚ、ݴѫࡰをਃし্͛ます。

　օ༷におかれましては、ฏૉから酪農乳業ߦのਪਐにޚ理解とޚ協ྗをࣀっていること

に対し、ްくྱޚਃし্͛ます。

　さて、ࡢ年は、զが国の酪農にとって大มݫしい年となりました。これまで取り組Μでき

た生࢈基൫強化対ࡦにより、զが国の生乳生࢈量はฏ成 30 年には૿加にస͡、ྩ３年も

̐年連ଓで૿加するなど、ۙ年回復基調となっておりました。

　そのような中、ロシアによるウクライナ৵߈やԁ҆のਐߦ等の影響により、զが国の社会

、૬場の্ঢ等の΄か、೩料ࡍの国ࠄは多大な影響をडけており、酪農においても、飼料ࡁܦ

ං料など֤種生ࢿ࢈材の高騰などにより、生࢈コスτが্ঢし、ܦ営ऩࢧがѱ化する等大ม

。にあるとೝࣝしておりますڥ営ܦしいݫ

　このため、農ྛ水࢈লとしては、༧උඅやྩ̐年度ୈ̎次ิਖ਼༧ࢉ等により、合飼料

Ձ֨҆ఆ੍度における異ৗิర基ۚの積み૿しや飼料Ձ֨高騰対ࡦをれ目なく実施して

きたとこΖです。

　また、酪農乳業界がࠓ後も発లしていくためには、ফඅ者のޚ理解をいたͩきながら、生

コスτの্ঢをదにՁ֨にөしていくことがॏཁです。そのためには、まず、生乳の࢈

धڅΪャοϓをվળするとともに、ࢷค乳在ݿを減することがॏཁです。

　農ྛ水࢈লとしては、生乳のधڅΪャοϓをվળするため、ྩ̐年度ୈ̎次ิਖ਼༧ࢉに

おいて、生࢈者ஂମによる࢈ܦ牛のૣظϦタイアによる੍తな生࢈の取組や乳製品在ݿを

長ظอする取組に対するࢧԉࡦをા置するとともに、国࢈チーズのڝ૪ྗ強化対ࡦや༌出

֦大に向けたࢧԉࡦをા置したとこΖです。

　加えて、ྩ 5 年度のச࢈Ձ֨等については、食料ɾ農業ɾ農ଜ৹ٞ会ச࢈෦会のࢾ問ɾ

農 林 水 産 省  畜 産 局
 牛 乳乳製品課長　大熊　規義



ʮೕۀ࿈߹ʯ r���r No.119

ਃをܦて、ࡢ年 12 月 14 日に決ఆし、加工原料乳生࢈者ิۚڅを 43 મҾき্͛ ��69 ԁ �

LH、ूૹ乳調ۚを 6 મҾき্͛ 2�65 ԁ �LH、合ܭで 49 મҾき্͛ 11�34 ԁ �LH とし、総

ަ対数量は 330 ສτンといたしました。

　あわせて、ச࢈ؔ連対ࡦについては、酪農における生࢈コスτの্ঢをՁ֨のөや

ύϫーアοϓٸۓඋとして、新たに「酪農ڥしていくためのࠀ営ମ࣭強化によってܦ

事業」をા置し、現在、生࢈者と乳業者が協調し取り組Μでいるࢷค乳在ݿを減する取

組や牛乳乳製品のফඅ֦大に対するࢧԉを̍年ؒԆ長して実施することといたしました。

　特に、牛乳乳製品のফඅ֦大については、年年始や年度のॲ理ෆՄ能乳の発生回ආや、

生乳धڅΪャοϓのվળに向けてॏཁな取組であることから、ࡢ年 月̒に、（一社）̟ミルクと共同で、

「牛乳でスマイルϓロジΣクτ」をཱち্͛、ຽの 240 をえる෯広い参加者が共通ロΰマーク

のԼ、ൢചɾ̧̥ 年からは、乳業ϝーΧーにࡢ。い、ফඅ֦大に取り組Μでいますߦಈ等を׆

よるϤーάルτなどの૿量Ωャンϖーンや、食品ϝーΧーによる生乳を๛にった商品の新発ച、

牛乳乳製品をങうと景品がたるΩャンϖーンなど、��の参加企業が13�の取組をల開しています。

　Ҿきଓき、農ྛ水࢈লにおいても業界のօ༷とともにこれらの取組をదに実施し、ࠓ後

のधڅの҆ఆにめてまいります。

　धཁの֬อというでは、学څߍ食における牛乳も非ৗにॏཁです。ڙࢠのࠒからのҿ༻

श׳のఆணをਤるため、օ༷のޚ協ྗをいたͩきながら、Ҿきଓき、学څߍ食༻牛乳څڙਪ

ਐ事業をਪਐするとともに、牛乳はӫ養Ձが高く、ڙࢠのମの成長にܽかせないものであ

ることについて、ؔஂମ等と連ܞしつつ、प知してまいります。

　なお、֤乳業工場におかれては、)"$$1 にԊったӴ生理に取り組まれているとঝ知し

ておりますが、ফඅ者の҆全に対する意ࣝは年ʑ高まっているものと考えております。Ҿき

ଓき、牛乳乳製品を原Ҽとする食中ಟ等の事Ҋの発生Ϧスクの減をਤっていたͩくことが

非ৗにॏཁと考えており、乳業界全ମのӴ生水४の向্に向け、֤種取組のண実な実施をよ

Ζしくおئいいたします。

　օ༷におかれましては、ࡢ年にも૿して、酪農乳業ߦの֨別のޚ理解とࢧޚԉをࣀり

ますようおئいਃし্͛ますとともに、օ༷方の一の݈ޚউと׆ޚ༂をف೦いたしまして、

新年のޚѫࡰとさせていたͩきます。

 「年頭メッセージ」------ 酪農乳業行政への格別のご理解とご支援をお願い致します
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１ɽ開催日2022　　࣌ 年 10 月 20 日 12 時 30 
̎ɽ開催場ॴ　　,,R ホςル౦ژ「ฏ҆のؒ」

ᾇ୩会ѫࡰ

wコロナはམちணいてきているが、牛乳のফඅはらずফඅ者のߪങ意ཉは্向いて
いない。生乳धڅが大෯に؇している中で、乳Ձվఆによって 11 月からの牛乳
･ 乳製品が্͛となり、これらのফඅのಈ向が気になるとこΖである。

w生乳生࢈が実࣭తに減࢈に向かうঢ়گであるが、ফඅ減ୀにより、乳製品在ݿの解
ফには向かっていない。ߋなる牛乳 ･ 乳製品のফඅ֦大がඞཁであるが、ݫしいঢ়
。であるگ

w学乳向け乳Ձ ･ 中վఆについては、農水লから地方生ྟ時ަۚをظՁ֨のڅڙ
のจॻが発৴されているが、ࢫ中վఆの協ٞをଅਐされるظして、֤地Ҭで༺׆
ಓ県のச࢈ओ務課やࢦఆஂମの対応は༷ʑでظ中վఆは地Ҭによりバラバラであ
り、ࠞಱとしたঢ়گとなっている。

w学乳੍度のݎ持は、酪農乳業振興、ࣇಐ生ెのӫ養ิڅ ･ からもॏ؍ਐの૿߁݈
ཁであるので、農ྛ水࢈লのࠓ後のϦーμーシοϓにظしたい。

ᾈ来ෂѫࡰ（ྛ水࢈লڇ乳乳製՝ ŋ ྛ՝ิࠤ）

w最ۙの生乳धڅঢ়گは、Ձ্ঢ等によるফඅ者の食料品のങい߇えにより؇ঢ়
にある。またگ 11 月からのҿ༻乳ՁҾ্͛にう্͛によるߋなるधཁ減ୀが
ዧされ、年年始ة ･ 年度にԙける、ߋなる乳製品在ݿの積み૿しやॲ理ෆՄ能
乳の発生がةዧされている。ࠓ回、্͛をফඅ者にٻめていくが、ॲ理ෆՄ能乳
の発生は、業界ࣗら牛乳のՁをԼ͛ることにܨがることであり、これまでஙかれ
た酪農乳業の৴པがଛなわれることがないよう、乳業者においては、牛乳乳製品
のൢചଅਐ、乳業工場での最大ݶの乳ॲ理をおئいする。酪農生࢈者においては、
乳牛のૣظ౫ଡ ･ の੍の取組みなど、それぞれのཱ場で࢈乳など生乳生סظૣ
。を持って出来ることをਐめてきたいײػة

wࢷค乳の在ݿがաڈ最高水४となっている。乳業者 ･ 生࢈者 ･ 国がڌ出した、酪
農乳業乳製品在ݿ調特別事業で、飼料༻స༻ ･ ༌入調品置きえ ･ ༌出が実施
され、� 月在ݿは 9�� ສτンと少しずつ成Ռが出始めている。しかし年度に生
͡ているधڅΪャοϓにより、在ݿ減少は؇やかである。生࢈੍ ･ ফඅ֦大とࠜ
本తにมえていかなければならない。業界のܧଓత取組みをおئいするとともに国
もదにࢧԉしていきたい。

wফඅ֦大については、農ྛ水࢈লと J ミルク共同で「牛乳でスマイルϓロジΣクτ」
を 6 月にཱち্͛た。酪農乳業界のみならず、それҎ外の食品ϝーΧー等もؚめた
企業 ･ ஂମ ･ ࣗ治ମ等に広くݺͼֻけて連ܞ ･ 共同し、参加者同࢜が、新たに共同
で牛乳乳製品を༻したൢଅΩャンϖーン等でফඅ֦大を目ࢦしたい。現在、150
の企業 ･ ஂମが参加し、� 月にୈ̍回ަ流会を開催したが、年に向け 11 月にも

「 第 １ ９ ０ 回 理 事 会 」 の 内 容
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ୈ 2 回のަ流会を開催する。また、"-*$ 事業によるফඅ֦大のϝχϡーもありফ
අ֦大事業をߦっていく。年年始に向けた、生࢈੍ ･ ॲ理の最大化 ･ ফඅ֦大
をࠓ後もおئいしたい。

̏ɽ議ࣄのܦաのཁྖٴͼその݁Ռ
① 2022 年度上期の主な事業経過及び収支実績報告について

wࢿ料「2022 年度্ظのओな事業ܦաについて」に基ͮきઆ明。

w乳Ձظ中վఆの対応ɿ 6 月 30 日にࢦఆஂମによる乳Ձظ中վఆについてୈ̍回
һใ意見ަ会を開催し、ใऩू݁Ռを、ブロοク会ٞにఏڙした。ҿ༻乳Ձ
のظ中վఆ決ఆ後、9 月 1 日に J ミルクୈ 2 回学乳問題特別ҕһ会が開催され、乳
業連合から参ըするҕһより「学乳څڙՁ֨のظ中վఆがແければ、学乳向乳Ձの
վఆはしい」と意見ද明した。9 月 2 日 J ミルクは、農水ল「学乳څڙՁ֨の
中վఆ」に向けたཁจॻを発出、農水লはظ 9 月 12 日にಓ県ச࢈ओ務課に「ڝ
૪原理に基ͮくదਖ਼なڅڙՁ֨を決ఆすること」とのจॻを発出した。乳業連合は
9 月 20 日にୈ 2 回һใ意見ަ会を開催し、学乳向け乳Ձ ･ 中ظՁ֨のڅڙ
վఆについてऩूしたใを会һఏڙした。

wブロοク会ٞでٞされた、学乳༻スτローの特ఆϓラスチοク༻製品ࢦఆにつ
いて、農水লٴͼ乳協と数回૬ஊ ･ 協ٞし、ࢦఆされないことを֬ೝした。

② 2021 年度賦課金再計算による賦課金の一部返金について

wࢿ料「2021 年度ܭը数量未ୡによるො課ۚのࢉܭ࠶と一෦ฦۚについて」に基ͮ
きઆ明。

wො課ۚについては、څڙ数量がܭը数量から10ˋをえてԼ回る場合はො課ֹۚٻ
をࢉܭ࠶出来るとしていることから、2021 年度コロナの影響で、ߍٳ ･ϦϞーτत業の
ਪਐ等によりԼ回るՄ能ੑがあるため、実څڙ数量を調ࠪした。その݁Ռ、Ἒ城県事業
協が 10ˋをえてԼ回っており、ୈ 3 �から9ֹٻො課ۚظ ઍԁ૬ࡴする。

wࠓ回、্ه調ࠪで֤事業協からのො課ۚを֬ೝしたとこΖ、ܭը数量を実څڙ数量
が্回る事業協が多くあるため、会අෛ୲のެฏੑの؍から、ࠓ後、ܭڅڙը数
量はಓ県がࢉ出したものを༻するようおئいした。

③公印の押印省略に関する取扱い規程の制定について

wࢿ料「ެҹのԡҹল略にؔする取ѻいن程੍ఆについて」に基ͮきઆ明。

wެҹのԡҹল略した場合、乳業連合෦連བྷจॻ等の発出方法がมߋとなるため、
会һを対にアンέーτを実施した。݁Ռ、回された 23 会һ全てからϝールを
、うとともにߦをىשとして意ࡦされたが、ϝールのຒ対رしたҊを༺׆
回をཁするものには、ϝール･ి話等で֬ೝすることとする。Ҏ্対応したうえで、

「ެҹのԡҹল略にؔする取ѻいن程」を੍ఆしたい。
④その他　報告事項

wࢿ料「ఆٴͼެҹল略にؔする会һアンέーτू݁ܭՌについて」「学乳向け乳
Ձと学乳څڙՁ֨のظ中վఆのঢ়گ（中ؒవめҊ）」等に基ͮきઆ明。

̐ɽ議ࣄのܦաのཁྖٴͼその݁Ռ

w֤৹ٞ事߲に対する࣭ٙ応をܦて、ఏ出ٞҊはՄ決ঝೝされた。
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　全国乳業協同組合連合会では 10 月 20 日ޕ後
̎時からྫ߃の研修ɾ学ͼと会һަ流のʰ2022
年度研修ɾ総࠙ஊ会ʱを開催した。
　頭、長୩川හ会長がѫࡰにཱち、ݫしい外
の中でᶸ生き残りをかけてฃಆしているᶹ中
খ乳業の現ঢ়をੳしつつ、組৫ྗで局をଧഁ
していくための方ࡦについて前向きにᶸ学ͼɾ生か
してᶹいくػ会としたい、と、ΩούϦ、研修会の
意ٛをఏࣔされた。
　このあと、講ԋの෦Ҡり、別̎ه氏による講
話がߦわれ、وॏな学ͼの時ؒをաごした。
　また、出੮者と講師をま͡ えたϑϦーτーク「全
ମ࠙ஊ会」では、特に学乳Ձ֨ظ中վఆのঢ়گ
について意見ަがߦわれ、業界にࠜ強く์ 置
されている課題やໃ६についてࣗ༝な意見ަを
。い、「࠙会」をಋいたߦ

【୩ හ会　ѫࡰཁࢫ】
ᾇࣗવ災にଓくコロナ禍による社会ࡁܦのࠞ

ཚがॏくのしかかって３年༨、ߋにウクライ
ナ৵߈による食ྐやエωルΪー問題、流と
ҝସのෆ҆とࠞཚと世界中のடংが大ߥれの

中で、զが国の酪農乳業界はࠞঢ়گの中に
置かれています。

ᾈ酪農乳業界にあっては、生乳生࢈基൫のऑମ
化を回ආすく、ຽ一ମとなって૿࢈ମ੍を
講͡てきた݁Ռが現れ始めたઌの新ܕコロナ
ウイルスײછ֦大による牛乳ফඅ減とա乳
製品在ݿ問題、そして学乳ࢭٳ時ظのॲ理ෆ
Մ能乳の発生ݒ೦と、目ま͙ るしいม化の中で
ॾ原料ɾࢿ材高騰をडけた乳Ձվఆと、ܧ
ૣの対応に苦ྀしているのが現ঢ়であります。

ᾉ生乳生࢈の૿࢈ମ੍からまたぞΖ「生࢈
੍」問題、ߋにՁ֨վఆ、特に学乳څڙՁ֨
をࣔしてگしいঢ়ݫ中վఆ問題は現ঢ়ではظ
おります。ैって、これからのަবのߦ方を
ؚめて学乳څڙՁ֨問題は、੍度として国が
ଶ度を決めてもらわないと問題解決はしい
というを࿐ఄしていることについて、地方
させられײもे理解してきたいと௧ߦ
ます。

【࠙　　会】
　学ͼと意見ަτークの後に３年ぶりに開催の

「対話」による࠙のͻとときは、会һと会һをつ
な͙意ٛਂい時ؒとなり、̓時ա͗にऴԅとなっ
た（別ܝϑΥーτにަ流の生き生きとしたදに
目ɾ参রくͩ さい）。

『̎̌̎̎年研修・૯࠙ஊ会』開催֓ཁ
߃ ྫ の 研 修・ 学 ͼと 会 һ ަ ྲྀ ʹΑΓ
中小乳業のܦӦʹ໌Δ͍ํΛ見ग़͢ ��

『 ̎ ̌ ̎ ̎ 年  研 修・ ૯ ࠙ ஊ 会 』開 催
開催日：２０２２年１０月２０日㈭

（東京都千代田区・ＫＫＲホテル東京 10階「瑞宝の間」）

　2022年 10月20日午後２時から東京・竹橋の〝ＫＫＲホテル東京・10階「瑞宝の間」〟において『2022
年度研修・総懇談会』を開催した。同研修・総懇談会は長谷川 敏会長が主催者を代表して挨拶（別掲
内容）した後、「講演２題」へ移り学びの時間とした⇨⑴一般社団法人日本乳業協会（全国牛乳容器環
境協議会）伊藤 忍常務理事による『学乳カートンのリサイクル促進について』　⑵一般社団法人 Jミル
ク　内橋政敏専務理事による『酪農乳業の現状と課題について』に学んだあと、恒例の「総懇談会」に
入り、各地域代表者が業界が抱えている諸問題点について意見交換や質疑が活発に行われ、問題解決
に寄せた質疑が白熱する中で「懇親会」をいざない、貴重な対話の中に交流の意義が果たされた。

（『 ̎ ̌ ̎ ̎ 年  研 修・ ૯ ࠙ ஊ 会 』 ʹ ͓ ͚ Δ ओ 催 ऀ・ ࢀ ը ऀ の ͞ Θ  ͔ ͳ ग़ ੮ ද  ）
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　「学乳ΧーτンのϦサイクルଅਐについて」のςー
マのもとで、⒈はじめに　ᾇࢴύοクとは㱺ᶃ༰
協　ᶄҿࢴ協ʗᾈࢴύοクϦサイクルの歴史ɾϦサ
イクル׆ಈのは ま͡りʗᾉࢴύοクは特घなࢴݹɾ
法ྩʗᾋ牛乳ύοクϦサイクルの流れʗᾊؔࢴ
ύοクϦサイクルの意ٛ（ϝϦοτ）。
⒉紙パックリサイクルの現状について　⒊学乳

カートンリサイクルの実際　⒋リサイクル促進に向
けた課題と今後、など෯広いྖҬについて解આさ
れ、そのׂと位置ͮけをհされた。

【ύοクとࢴ】
　「ओとしてࢴ製の༰ثแであって、ҿ料をॆర
するための༰ث（原材料としてアルミχウϜがར༻
されているものٴͼओとしてஈϘール製のものをআ
く）にる」。チルドࢴύοクはଆからϙϦエチ
レン、ࢴ、ϙϦエチレン、ҹと̐ ମ。-- 牛乳ύο
クはଆからϙϦエチレンコーτ、アルミഩ、ϙϦエ
チレンコーτ、ࢴ、ϙϦエチレンコーτと̑ から成っ
ている。

【ҿ　ࢴ　協】
　「ҿࢴ協」（ҿ料༻ࢴ༰ثϦサイクル協ٞ会）は、
Ϧサイクルീஂମの一һとして３R ਪਐஂମ連བྷ会
をߏ成し、国やஂܦ連などと連ܞしながら༰ثแ
の３R のԁなਪਐとීܒٴ発をߦうとともに、
参加ஂମ૬ޓのใަをਤり、社会にݙߩする
ことを目తとして׆ಈしている。

【ύοクϦサΠクルのྺ史ࢴ】
w 19�4年ɿ大月ࢢのࢢຽάルーϓが牛乳ύοクϦサ

イクル運ಈを開始。
w 1990年ɿ同年前後にスーύーでࢴύοクళ頭回

ऩを開始する。
w 1992年ɿ全国牛乳༰ڥث協ٞ会（༰協）

が設ཱされる。
w 1995年ɿ༰ثแϦサイクル法੍ఆ。༰協が

「基本調ࠪ」開始する。
w 1996年ɿҿ料༻ࢴ༰ثϦサイクル協ٞ会（ҿࢴ

協）発する。
w 2000年ɿ༰ثแϦサイクル法（༰Ϧ法）全

施ࢴ。ߦύοクࣝ別マークࣗओ੍ఆ。
回ऩ 実 施 ࢢ ொ ଜは 49�5ˋˠ 201�
年度 �2��ˋ。˞ϓラ製༰ثแは
2��3ˋˠ 201� 年度 �6��ˋ

w 2005年ɿ３R ਪਐஂମ連བྷ会（༰ثแീஂ

講演ᾇʗ「学乳ΧーτンのϦサΠクルଅ進ʹ͍ͭͯ」
　　　・講ࢣɿҰൠ社ஂ๏ਓ日本乳業協会
　　　　　　　全国ڇ乳༰ڥث協議会
　　　　　　　ৗཧࣄ　ҏ　౻　 　氏

（ ）『̎̌22 年研修・૯࠙ஊ会』で講演͞Εͨ（Ұ社）日本乳業協会（全国ڇ乳༰ڥث協議会）ҏ౻ ৗ
ཧࣄ（ࣸ真ࠨ・্ � 中ԝ）ɺ（Ұ社）+ ミルク ڮහઐཧࣄ（同ࠨ・Լ � ӈ）の྆氏
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ମ）発。「ࣗओߦಈܭը」に͛ܝた
３R 目標の成Ռをຖ年ެද。

【ϦサΠクル׆ಈの͡まΓ】
ϝーΧーに、ચってࢴຽάルーϓが੩Ԭの製ࢢ　
ϝーࢴもうとした時、製ࠐかした牛乳ύοクを持ちס
Χーはཁॻを出す㱺製紙メーカーɿ牛乳ύοク
にચい残しがあると、とてもषうのでࠔる。きれい
なঢ়ଶであることがわかるようにしてཉしい。市民
グループ：では、ચってסかすͩけでなく、開いて
ฏらにします。これをルールとして全国にపఈさせ
ます。

【ࢴݹύοク特घͳࢴ】
　19�0 年代ॳ 40ˋऑであったࢴݹ回ऩは
ݯࢿのߦとूஂ回ऩɾࡦ問題ɾごみ減量施ڥ
回ऩ֦大等をܦて、ࢴݹを出してくれる方ʑのおか
͛でզが国のࢴݹ回ऩ量は 2021 年度で 1,�46
ສτン、うちࢴύοクは ��4 ສτンで、0�5ˋ有。
なお、ࢴύοクの回ऩは「ચってɾ開いてɾסか
して」、ଞのࢴݹとけて出すルールとなっている。
また、ࢴݹ回ऩ業者が回ऩし、ࢴݹ原料問に
ೲめ、問はࢴύοクをѹॖࠝแし、製ࢴ工場に
ೲめるとఆまっている。

【ྩ　๏　　ؔ】
แثύクΧーτンのϦサイクルにおいては、「༰ࢴ　
Ϧサイクル法」「ഇغॲ理法」の̎つの法ྩが
ඞずؔする㱺①容器包装リサイクル法：ࢴύο
クはࢴݹであり、༰ثแϦサイクル法の࠶商品
化ҕୗඅ༻を໔আされている　②廃棄物処理法：

学ߍからഉ出される学乳Χーτンは事業ܥ一ൠഇ
のでߍॲ理法にଇり学غにあたる。ഇغ
ॲ理しなければならない。

【乳ύοクϦサΠクルのҙٛ（ϝϦοτ）ڇ】
①資源の有効活用ʜ1000ὥの牛乳ύοク̒ຕ
（学乳ύοクなら 1� ຕ）でτイレοτϖーύー
が̍ݸできる。
② CO2 排出削減ʜ1000ὥ牛乳ύοク 1 ຕで

23�4H の $02 。減
ᶅ༰ث製造事業者ɾར༻ൢച業者の再商品化費
用支払い免除（容リ法）。

【ϓϥεチοクݯࢿ॥ଅ進๏（2022年�月施ߦ）】
アɽ製品ϓラスチοクと༰ثแϓラスチοクの一ׅ

回ऩ。༰Ϧ協が༰ثと同͡組みでϦサイクルす
るが、༰ثは事業者ෛ୲、製品ϓラはࢢொଜ
ෛ୲。

イɽ商品のൢചまたは務のఏڙにෟਵしてফඅ
者にແঈでఏڙされるプラスチック使用製品の
削減。特ఆϓラスチοク༻製品 12 品目がࢦఆ

（ϑΥーク、スϓーン、ナイϑ、マドラー、スτロー、
ϔアブラシ、くし、かみそり、ࣃブラシ、シャϫー
Ωャοϓ、ϋンガー、ҥ༻Χバー）ˠ有料化等。

ウɽഇغॲ理法の໔আنఆ。Ϧサイクル目తが明
֬であれば業ڐՄを໔আ。

エɽڥྀ設ܭのਪਐ。設ܭೝఆ品のදࣔとά
Ϧーン調ୡ法による優ઌ調ୡ。

【ϓϥεチοク製の学乳༻ετϩー】
　ϓラスチοク製の学乳༻スτローは「特ఆϓラス

（ ）「࠙会」㟒ઐཧࣄの࢘会で進ߦɺ中ాढ़೭෭会のओ催ऀѫࡰの͋と٢ᖒจ࣏෭会のסഋ
Ի಄で 3 年ͿΓのॕഋが会場ʹこͩま͠ɺ࠙のରަྲྀがల開͞Εͨɻ
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チοク༻製品」に֘するかʁ2022 年 9 月時
での࢈ࡁܦ業ল（ݯࢿ॥ࡁܦ課）、農ྛ水
。ল（外食ɾ食จ化課）の౷一見解は次のとおり࢈
ᶃ牛乳ύοクにషされてるものは製品と一ମ化

されてఏڙされているものであるので「特ఆϓラ
スチοク༻製品」には該当しない。

ᶄ牛乳ύοクとは別にされており、「ແঈఏڙ」
であるものも「特ఆϓラスチοク༻製品」に該
当しない。この場合にスτローをఏڙする事業
者は「製造業」であり、法ྩでنఆされた「特
ఆϓラスチοク༻製品ఏڙ者事業者」には֘
しない。څڙઌがެཱ学ߍでも、ཱࢲ学ߍ
でも同༷　ᶄは、牛乳製造事業者がൢച
をߦうέースについての見解㱺牛乳製造事業者
から別の事業者にҾきされ、その事業者が学
乳ύοクをൢചするέースについても「特ఆϓラ
スチοク༻製品」には֘しない。

【ύοクϦサΠクルの現ঢ়ࢴ】
　2020 年度のҿ料༻ࢴύοク原ࢴ༻量は、21
ສ 6,900τン（2019 年度ൺʴ0�4ˋ）で、ҿ料ϝー
Χーを通して国に出ՙされたҿ料༻ࢴύοクは 1�
ສ�,�00τン（同ʴ1�6ˋ）。その出ՙ量の༁として、
一ൠ家庭等に向けた家庭ܥが 16 ສ �,�00τン（同
ʴ2�5ˋ）、学څߍ食やҿ食ళ等に向けた事業ܥが

̎ສ 900τン（同�1�1ˋ）となっている。
　また、国ࢴύοクの回ऩ量は̔ສ 4,100τン
で、前年度から5,500τン減少。このうち、༻
છ֦ײコロナウイルスܕύοク回ऩ量は、新ࢴみࡁ
大ࢭの؍から、学څߍ食༻牛乳のϦサイクル
を一時తに中ࢭする学ߍがあったり、ूஂ回ऩの
実施回ऩを੍するஂମがあったりしたことなどか
ら、前年度より4,300τン減少して̑ ສ 6,100τン
となっている。また、ࢴύοクϝーΧーからଛࢴと、
ҿ料ϝーΧーからのଛࢴɾࢴݹを合ܭした࢈業ଛ
は、前年度ൺࢴݹɾࢴ 1,200τン減の̎ສ �,000
τンとなっている。
　Ҏ্の通り、「ࢴύοク回ऩ（ଛࢴɾࢴݹを
ؚむ）は前年度より2�6 ϙインτ減少して 3���ˋ、
ύοク回ऩはࢴみࡁ༺ 2�6 ϙインτ減の
29��ˋと֤ʑ前年度減で、「50ˋ目標」向けた
業界と企業の一のྗがٻめられている。
　なお、ࢴύοクの流れ（回ऩ～࠶生）について
にけて༰をੳܥと事業ܥをมえて家庭ࢹ
すると次のとおりにまとめることができる。
•	家庭系の回収量ʜ前年度ൺ2�5ˋ減の̐ ສ�,500
τンで、༁として、ళ頭回ऩ（生協ɾスーύー等）
ʹ 0�5ˋ減の̎ສ �,500τン、ࢢொଜ回ऩ（ࣗ治
ମ）ʹ 0�2ˋ減の̍ ສ 600τン、ू ஂ回ऩ等（ࢢ

（「 ࠙  会 」 で の ͳ ͝  ͔ ͳ ର ・ ަ ྲྀ の ද  の 中 ʹ 組 ৫ の ໌ Δ ͍ ల  Λ ͞ ͙ Δ ）
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ຽஂମ等）ʹ 1��ˋ減の̍ ສ 300τン。
•	事業系の回収量ʜ同 1��ˋ減の �,600τン、

༁として、学څߍ食ʹ 1�9ˋ減の 5,�00τン、ҿ
食ళ等ʹ 0�1ˋ૿の 2,000τン。

　また、製ࢴϝーΧーの「ࢴύοク総ड入量」は
同 5�2ˋ減の̕ສ �,200τンで、国ࢴύοク回
ऩ量が 5�5ˋ減の̔ສ 4,100τン、ࢴύοク༌入
がࢴݹ 0�3ˋ૿の̍ສ 3,300τン。
　さらに、ࢴύοク総ड入量̕ສ �,200τンの
༻途別ࢴύοクݯࢿ࠶化量は同 1�5ˋ減の̓ສ
5,500τンで、その࠶生༻途としては、τイレοτ
ϖーύーが 5�9ˋ減の̐ສ 9,500τン、ςΟοシϡ
ϖーύーが 3��ˋ減の̍ສ 3,�00τン、൘ࢴɾそ
のଞが ��2ˋ૿の̍ສ 2,200τン。ちなみにࢿ࠶
時のラミωーτϙϦ等の残さ回ऩ等はݯ 3��ˋ減
の̎ສ 1,�00τン。
　もう一は、「ࢴύοクҿ料」の༁としては中
では牛乳がׂ̓、༰量では大ܕ༰ثがׂ̔。

【学乳ΧーτンのϦサΠクル】
　学乳ΧーτンのϦサイクルは、乳業ϝーΧーのॲ
理から学ߍでのॲ理にҠߦし、ഇغされる量が૿
加。ࢴύοク回ऩ全ମにも影響が出ている。
　なお、学乳ύοク回ऩのਪҠを見ると、
2015 年の �5��ˋɾ�,�00 τンがঃʑにൺを

Լ͛、2019 年には �,600 τンɾ65�3ˋ、2020
年が「6,200 τンɾ4���ˋ」と減少。この回ऩ
Լのഎ景には「ฏ成 16 年度の国からの̎
つのࢦಋが考えられる。
①文部科学省（平成 17年 2月７日）ʜࢢ県ɾ

ྩࢢスϙーπɾ੨年݈ڭ߁育ओ課長会
ٞ㱺「学ߍ、共同調理場から出るഇغはഇغ
ॲ理法に基ͮき、ഉ出事業者である学ߍ、共
同調理場がを持ってॲ理しなければならな
いことになっている。ഇغの別ॲ理やݯࢿ
ごみのϦサイクルにご理解いたͩき、దਖ਼にॲ理
されるよう、ࢢொଜڭ育ҕһ会にごࢦಋئう」。
②農林水産省（平成 17 年３月７日）ʜ牛乳乳

製品課長からಓ県෦長あての通知จॻ㱺「空
༰ث、残乳のॲ理やそのॲ理ܦඅをめ͙ り、学
事業者ؒで問題が生͡ている事څڙ学乳、ߍ
ྫがあることから、空༰ثのॲ理අは、ॲ理を
ґཔしたഉ出者（学ߍ）が、その対Ձをෛ୲す
きものという原ଇのԼで、学乳協ٞ会等を׆
༻して、学ؔߍ者の理解と協ྗをಘつつ解決
。「うようめるものとするߦを౼ݕについてࡦ

【学乳ΧーτンϦサΠクルの実ࡍ】
　Ҏ前は、ૹंでࢴύοクを回ऩし、事業者の
工場でഁࡅચড়後Ϧサイクルしていたが一෦問題

（「 ࠙  会 」 で の ͳ ͝  ͔ ͳ ର ・ ަ ྲྀ の ද  の 中 ʹ 組 ৫ の ໌ Δ ͍ ల  Λ ͞ ͙ Δ ）
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がු্。
ᶃҿみ残し（ಈ২ੑ残さ）やスτロー（ഇϓラ）

がணしているࢴύοクは࢈業ഇغであり、
ഇغऩू運ൖ໔ڐがඞཁ。

ᶄ事業者が回ऩしたࢴύοクをϦサイクルせず、ഇ
。（ҝߦҧ法）した事ྫが発֮غ

ᶅૹंでࢴύοクを回ऩする事はӴ生্の問題
がある（อ݈ॴのࢦఠ）。
⇒学乳協議会の対応
　ҧ法ߦҝのڪれがあるため「ࢴύοクはҾき取

らない」
⇒東京都など教育庁（教育委員会）の支援や十
分な移行期間があった都道府県は学ߍでϦサ
イクルできているが、そうでない場合は΄΅全量

（全ߍ）がഇغɾম٫ॲとなっている。
【෩ٯύοクϦサΠクルのࢴ】
ᶃگࢢࢴݹのѱ化（ύルϓՁ֨のམ）
ᶄ中国のݯࢿې༌ા置（ࢴݹの国μブつき）
ᶅ新ܕコロナウイルス（回ऩڌのดɾ中ࢭ）
ᶆウクライナ、ԁ҆による೩料高騰
　少量ɾԕִ地ɾ高ස度ɾখܕύοクの回ऩをや
めるࢴݹ問が૿加。
ᶃࢴύοク回ऩ空ന地Ҭの૿加
ᶄ原料ύルϓがࢴύοクからバージンύルϓに

【ϦサΠクルଅ進ʹ͚ͨ՝とޙࠓ】
ᾇࢢொଜ、学ߍの理解
　ᶃਖ਼しいใのఏڙ
　ᶄϦサイクルߍの事ྫհ
　ᶅࣇಐの食育の一として
ᾈڅڙ事業者ଆの対応
　ᶃ࠶商品化අ༻ࢧい໔আはϦサイクルの組
　　みがཱ֬されていることが前ఏ。
　ᶄ֦大生࢈者として。
　ᶅ学乳څڙ事業のক来にわたる持ଓੑ。

【ϦサΠクルଅ進͚ͨղܾࡦ】
ᾇスςークホルμーとのコミϡχέーシϣン
ᾈ回ऩ向্のためのܒ発（ใ発৴）

w ホーϜϖージのスマーτϑΥン対応
w インターωοτه事の৴
w ࢴύοクマークɾڥϝοηージの浸ಁ
w ࢴύοク回ऩϘοクスのఏڙ
w ࢢொଜのࢦఆごみାの広ࡌܝࠂ

ᾉࢴύοク回ऩ、࠶生インϑラのඋࢧԉ
ᾊ次世代を୲うࢠどもたちのڥマインド向্

w 牛乳ύοクϦサイクル出前त業
w 「牛乳ࢴύοク」でh ༡ぶ学ぶ コɦンクールの協ࢍ
w ܒ発ύωル、ύンϑレοτ類のվఆ
w ׆ಈの理解ଅਐ、׆ಈのެදとධՁ

（「 ࠙  会 」 で の ͳ ͝  ͔ ͳ ର ・ ަ ྲྀ の ද  の 中 ʹ 組 ৫ の ໌ Δ ͍ ల  Λ ͞ ͙ Δ ）
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ᾇ「酪農乳業の現ঢ়と課題について」のςーマの
もとで、生乳生࢈月別ਪҠ、乳༻乳ࣁ牛頭数
のਪҠ、ࠇໟ種ަのঢ়گ、༻途別生乳
ॲ理量月別ਪҠなどを解આされたあと、牛乳、
Ϥーάルτ、ࢷค乳、バターなど商品別ൢച
ಈ向、生࢈量ɾ༌入ചɾਪఆ出回り量ɾ在
。をࣔすگ量などのঢ়ݿ

ᾈଓいて、Jミルク׆ಈঢ়گのઆ明にҠる㱺国࢈
牛乳乳製品高加Ձ化事業（乳業者向け事
業）、酪農乳業࢈業基൫強化特別対ࡦ事業の
基൫強化対ۚࡦ協ྗ乳業者一ཡհ（2022
年度）、2022 年度戦略Ϗジϣンਪਐ事業の実
ϕースと事業ਃֹ等のൺֱ、酪農乳業乳ߦ
製品在ݿ調特別対ࡦ事業、ۙ年の牛乳Ձ֨
とҿ༻牛乳生࢈量のਪҠ、などについてઆ明。

ᾉٸۓ調ࠪについてのઆ明㱺 2022 年̒月時の
牛乳ফඅ量減少にするٸۓ調ࠪ　ᶃᶄᶅにଓ
いて 8FC サイτ等における酪農ɾ牛乳乳製品ؔ
牛乳乳製品のফඅ֦大につながるJミルク、
2022 年度Լظ事業の考え方、最後に一ൠڌ出
ۚɾ基൫強化対ۚࡦ等のઆ明でしめくくられた。

【業ࣄᶹظ乳乳製のফඅ֦େᶸԼڇ】
ࢠͲ͚Ոఉでのڇ乳ҿ༻ଅ進πールの੍

㱺対ɿ全国のখ学生、2022・࡞
年 12 月～ 2023 年３月するʗ༰ɿ

ΧルシウϜ200ʴઐ༻スςοΧーٴͼϦーϑレοτ
（֤ 60 ສ෦）ʗҊઌɿ酪農乳業組৫、全
国のখ学ߍ（̎ສߍ）ٴͼؔஂମʗઌɿ
全国のখ学ٴߍͼ酪農乳業組৫

 13 ಈ（2022׆ 年12 月ʙ2023 年̏月）㱺
ᾇ「څ食のない日に牛乳ҿもうʂ」ϓロジΣクτ
の全国׆ಈਪਐのため、ؔ者と連ܞし、学ߍ
の長ٳظみ前にイϕンτ実施とともにϝσΟア׆
༻した 1R ಈ　ᾈ「牛乳でスマイルϓロジΣク׆
τ」ϝンバーと連ܞした、খചɾ流通のళ頭等
や 4/4 を׆༻した 1R 。ಈをਪਐ׆

　　なお、2023 年３月には、次年度Ҏ߱も牛
乳のՁや牛乳のҿみ方などをؚめたコミϡχ
έーシϣン׆ಈでの׆༻をଅਐするઐ༻サイτを
。ஙし対応していくߏ

ᾀ 4/4 Ωϟンϖーン㱺牛乳の新たな食方ఏҊ
Ωャンϖーン（1R「のミルクುࢲˌ」 ಈ）と׆
して、年年始に牛乳をたっりった「ミルク
ು」の 4/4 ߘの参加ଅਐを通͡て、牛乳
ফඅにつな͛る。
　ถ、ṷ、ࡊɾՌ、ುの業界ஂମとコラϘ
し、それぞれのϑΝンをרきࠐむ。ߋに、料
理人 2 名によるレシϐ開発と共に、「ミルクು」
を通して、それぞれの食品धཁをىשすることに
よる૬ޮՌをਤっていく企ը。そのଞ、コンς
ンπ開発ٴͼコミϡχέーシϣン׆ಈにも工の
企ըがり山。

ᾁίンςンπ開ൃとίミϡχέーシϣン׆ಈ
w খചɾ流通等向けにઆ明ࢿ料を࡞成ɾ

講演ᾈʗ「ཙ乳業の現ঢ়と՝ʹ͍ͭͯ」
　　　　  ・講ࢣɿҰൠ社ஂ๏ਓ + ミルク
　　　　　　　　 ઐཧࣄ　ڮහ氏
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㱺酪農乳業ؔ者がখചɾ流通や学څߍ食
く外తཁרを取りڅ者等向けに、生乳धؔ
Ҽをؚめたઆ明に׆༻できるコンςンπ
開発とఏڙ（̍ສ෦ ど́ҹɾ）。

w 「牛乳でスマイルϓロジΣクτ」ϝンバーަ流会
の実施（11 月ɾ2023 年 3 月）。

w 牛乳乳製品のՁやؔ者の取組みをখച
ళ頭等で 1R の׆ಈ（2022 年 12 月～）

w 4/4 で׆༻できるՁใコンςンπ開発と
1R ಈ（2023׆ 年 3 月）。

˞Ҏ্、生乳生࢈～牛乳乳製品ൢചঢ়گ～ Jミル
ク׆ಈと෯広い解આの中から同組৫がࣔされて
いる「2022 年度戦略Ϗジϣンਪਐ事業の実ߦ
ϕースと事業ਃֹ等のൺֱ」一ཡに加えて「牛
乳乳製品のফඅ֦大につながるԼظ事業」の考
え方（ਤ）をおࣔしし、理解の一ॿにڙしたい。

（ ）「࠙会」͍͠ݫ֎の中で中小乳業の「ੜ͖͵͍ͯ」͍֮͘ޛΛ൸࿐͢Δ中でɺେ อ෭会の
ดԅѫࡰで༨ӆΛ͠ͳがΒด会ͨ͠ɻ
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【21 ミルク未来の会　ୈ 22 ճ૯会】
　全国乳業協同組合連合会をߏ成するܦ営者有ࢤで݁成
された「21 ミルク未来の会」（会長ɿҪඌߦ氏）では
9 月 30 日 10 時 30 から 8FC 式により「2022ܗ 年度（ୈ
22 回）通ৗ総会」を開催し、2021 年度事業ใࠂɾऩࢧ
決2022、ࢉ 年度事業ܭըɾऩࢧ༧（Ҋ）などを৹ٞし、
原Ҋが全てঝೝՄ決されました。
　また、һվબでは「2022 年度ʰ21 ミルク未来の会ʱ
һ」として、Ҫඌߦ会長ҎԼを次の通りબ（全һ
ཹ）し、通ৗ総会をऴྃしました。

【21 ミルク未来の会「һߏ成」】
˚会 　 長　ʹ　Ҫ ඌ ߦ （౦ւ牛乳᷂代ද取క社長）
˚෭ 会 長　ʹ　ࠤ ౻ ؽ 史（木次乳業᷃ઐ務取క）
˚෭ 会 長　ʹ　ߔ  Ү （᷂౬ా牛乳ެ社ઐ務取క）
װ˚ 　 事　ʹ　ኍ ా  （アイɾミルク᷂代ද取క社長）࢘
װ˚ 　 事　ʹ　ా ౡ ӳ 久（ւಓ乳業᷂代ද取క社長）
װ˚ 　 事　ʹ　 ୩ 　 （୩乳業᷂代ද取క社長）ڗ
װ˚ 　 事　ʹ　ݹ 山 ৴ հ（᷃ݹ山乳業代ද取క社長）
˚ 　 事　ʹ　দ Ӭ ༤ 一（দӬ牛乳᷂代ද取క社長）
˚ 　 事　ʹ　長 ୩ 　 （ീඌ乳業協同組合理事長）

【2022 年ࣄ業ܭըの֓ཁ】
　新ܕコロナウイルスײછは、2021 年度にୈ 6 がऴଉに向かったもののୈ � が � 月よ
り始まり国աڈ最大のײછ者数をهするなど、全てのऴଉは未ͩෆಁ明なにある。
　このようなঢ়گの中、2022 年度は「21 ミルク未来の会」の໋である会һ૬ޓの協ྗや
ใަの׆ಈをՄ能なݶりߦってߦく。
1. 情報の共有化及び連帯強化事業

　һ会ɾ研修会ɾ現地研修会ٴͼ乳業連合のॾ会合を通͡て、生乳धڅঢ়گや学乳の話
題ɾ新製品ใɾ事ނࢭの対応ࡦ等のใをऩूし共有をଅਐします。

2. 学校給食用牛乳供給事業等に関する支援事業

　学乳のڅڙՁ֨ɾ生乳Ձ֨等のใަをߦい、さらには、乳業連合会のক来に向けた
లについて、意見ަをߦい、ඞཁに応͡て乳業連合会にఏݴしてߦきます。

「21 ミ ル ク 未 来 の 会　 ୈ 22 ճ ૯ 会 」8FC 開 催
Ҫ ඌ ߦ  会  以 Լ 全 һ ཹ  Λ ܾ 定（� 月 30 日 ）

	21 ミルク未来の会　Ҫඌߦ会）
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　３年振りの「21 ミルク未来の会 ･ 現地研修会」を 2022 年 11 月 24 日～ 25 日に熊本県
で開催いたしました。参加人数は 9 名と、若干少なめでした。

【「阿蘇ミルク牧場」の視察】
　1 日目、12 時に JR 熊本駅をバスで出発し、熊本空港か
らの参加者と合流し、まずは阿蘇ミルク牧場に向かいました。
　同施設は熊本県酪農業協同組合連合会（らくのうマザー
ズ）が、酪農 ･ 乳業の理解醸成施設として運営しています。
阿蘇山を取り囲む外輪山の標高 430 ｍに位置し、総面積
33ha の広大な敷地を有していました。
　牧場では世界 5 大乳牛といわれるホルスタイン、ガンジー、ジャージー、エアシャー、ブラウン
スイスの 5 種類の乳牛 53 頭を飼養しており、それぞれの乳牛の生乳をブレンドして牛乳やチーズ ･
バターなどの製造もしていました。熊本地震（2016 年）の影響、コロナ禍での入場者数減少など、

21 ミルク未来の会が「『熊本』現地研修会」実施
　　・研修場所：熊本県酪農業協同組合「阿蘇ミルク牧場」
　　　　　　　　ホシサン株式会社

《行　程》
11月24日：熊本駅～熊本空港～阿蘇ミルク牧場～熊本城～ホテル～夕食（泊）
11月25日：ホテル～水前寺成趣園～ホシサン株式会社～昼食～熊本空港～熊本駅

（「阿蘇ミルク牧場」）

（「阿蘇ミルク牧場」のチーズ熟成）

（「 阿 蘇ミルク牧 場 」 で 記 念 撮 影 ） （「阿蘇ミルク牧場」視察のひとこま）
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運営でのご苦労を伺いましたが、本年は回復基調であるとのことでした。
【特別史跡「熊本城」の見学】
　次に、特別史跡 ･ 熊本城を見学し熊本地震で大きく被災し復旧途中ですが、見事な天守閣
の姿を見ることができました。
　夕食前には、前事務局長の茂木 真氏が講師となり、「みにくいアヒルの仔の育て方」と題し、
新商品の開発 ･ 製品化に向けての課題やその解決方法の話を聴き、知見を高めました。

【「水前寺成趣園」の見学】
　2 日目は水前寺成趣園の見学か
ら始まりました。細川大名家の庭
園の風景を堪能し、しばし優美な
気持ちに浸りました。

【「ホシサン株式会社」の視察】
　次に最後の見学地であるホシサ
ン株式会社に伺いました。同社は
江戸時代からの歴史のある老舗企
業（みそ ･ 醤油の醸造は明治 39 年
から）で、みそ ･ 醤油 ･ 調味料を製造しております。みそ ･ 醤油の製造工程等を見学し、発
酵技術とはいえども乳製品とは異なる技術に興味が高まりました。

（「熊本城」での記念撮影）

（「水前寺成趣園」での記念撮影」）

（「ホシサン株式会社」での視察光景） （「ホシサン株式会社」のみそ・醤油の製造工程）

（ 講 演 の 茂 木 真 氏 ）
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　また、食品企業の共通の問題である原材料高騰問題 ･ 少量多品種対応などのお話を伺いま
した。かつては 6,000 社あったみそ ･ 醤油製造会社が現在全国で約 1,000 社になっており、
その生き残り戦略にも考えさせられるものがありました。
　このように久しぶりの現地研修会でありましたが、実りの多いものであり、次年度も是非
開催したいと、参加者一同意を強くいたしました。

2023年１月以降の全国乳業協同組合連合会「会議等」開催予定

開　催　日 会　　　　場 乳 業 連 合 中小乳業学乳推進協議会
（中小学乳推進協）

3月16日㈭ 乳 業 会 館
第 191回理事会
【事業実施状況、決算見込み、その他】

4月 乳業連合･事務所
監事監査
【2022年度決算監査】

監事監査

5月上旬
乳業連合･事務所
（書面開催）

第 192回理事会
【総会開催、事業報告･決算、事業計画･予算】

第 1回理事会

5月25日㈭ KKRホテル東京

第 193回理事会
【総会提出議案、その他】

第 2回理事会

第 34回通常総会
【事業報告･決算、事業計画･予算、その他】

第 17回総会

6月～ 9月 全 国 ７ 会 場
ブロック会議
【事業計画 ･予算、意見交換、その他】

10月19日㈭ KKRホテル東京

第 194回理事会
【事業推進状況報告、その他】

研修・総懇談会




